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各人が 10 項目を挙げて貰った結果、抽出されたものであった（阿部；1995 年、未発表）。その結
果、100 以上に及ぶ行為が抽出された。それらの行為について、大学院生 3 名により、類似の表
現のものをまとめ、27 項目が選定され（阿部；1995 年、未発表）、青年期の男女において、以下
の側面について、どのような特徴が見られるかを検討したいと考えた。
① 「善さ」の程度：　選定された 27 項目について、どの程度善いと感じるかを、マグニチュー
ド推定法を用い、0 ～ 10 点の範囲で、１点刻みの評定を求めた（非常によい：10 点～良いこ
とだとは、全く考えられない。なぜ、良いことなのか、理由が全く分からない：0 点）。
② 当為性：　選定された 27 項目について、その行為は「必ずそうするべきだ：5 点～そうす
る必要は全くない：0 点」の５段階尺度で評定を求めた。




紀要第 42 号（2）（2009 年）』において、報告した。また、「道徳性尺度（善さ）」についての善さの程度、




うに感じるかを、マグニチュード推定法を用い、0 ～ 10 点の範囲で１点刻みで評定を求めた
（非常に重要だ：10 点～全く重要ではない：0 点）。




















（2）　「行為の善悪の重要性」についての結果は、『跡見学園女子大学文学部紀要大 43 号（2010 年）』におい
て、報告した。
（3） 「自己抑制尺度」についての結果は、紙数の関係で、この報告では割愛した。前回の調査結果（2007）で
も GP 分析、クロンバックのα係数などから、項目水準で高い信頼性が確認されている。因子構造は第 1










調査対象者の 95 ％の者が 12 点以下であり、13 点以上の者は 13 人であった（Me. ＝ 7.28 点、SD
＝ 2.93、N ＝ 251 人）。そこで、この 13 人（男子：6 名、女子：7 名）の回答については「社会的
望ましさ」に強く引かれており、信頼性に欠ける可能性が高いと判断し、以下の分析から削除す
ることにした。そのため、これ以降の分析対象者は、238 名（男子：86 名、平均年齢＝ 21.09 歳







　男子では、第１因子の固有値が 6.61、寄与率が 24.49% と大きく、「No.5　年上の人に対して敬
語（相手を敬った言葉遣い）を使う」、「No.6　乗り物の中で、お年寄りに席をゆずる」など、礼


















　第２因子は、固有値が 2.25、因子寄与率が 8.33 ％であり、「No.20　日本の国を愛する。大切に
思う」、「No.26　自然を大切にする」など、愛、夢、自然、人間関係など大切にすべきものという













　第３因子は、固有値が 2.04、因子寄与率が 7.56 ％であり、「No.12　法律を守る」、「No.11　社
会のルールを守る」、「No.10　小学生・中学生が校則を守る」などで、「ルールの遵守」に関する
項目と、「No.13　年中行事（正月・お盆・お節句・お月見など）を大切にする」ものであった。



















　第４因子は、固有値が 1.44、因子寄与率が 5.33 ％であり、「No.18　神仏に手を合わせる」、
「No.2　家族の人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う」、「No.1　他人に対して、
「ありがとう」など、感謝のことばを言う」など、家族、親、他人に対する感謝の表明と神仏に手





























































　第３因子は、固有値が 1.44、因子寄与率が 5.34 ％であり、「No.25　夢や目標を持つ」、「No.24
　夢や目標を実現させるために、努力や辛抱をする」などで、夢や愛に関するものであった。善











　第４因子は、固有値が 1.32、因子寄与率が 4.88 ％であり、「No.15　親孝行をする」、「No.14　
家族揃って、食事をする」、「No.　乗り物の中で、お年寄りに席をゆずる」など人間関係、親との関






















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （Me. ＝ 4.16、SD ＝ 0.72）
　　　 程度（Me. ＝ 8.93、SD ＝ 1.30）（4）　　 重要性（Me. ＝ 8.53、SD ＝ 1.60）（5）
No.2　 家族の人に対して、「ありがとう」など、感謝のことばを言う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （Me. ＝ 4.12、SD ＝ 0.69）
　　　 程度（Me. ＝ 8.28、SD ＝ 1.97）（6）　　 重要性（Me. ＝ 8.26、SD ＝ 1.78）
No.4　 学校の先生に挨拶をする。　　　　　　　　　  （Me. ＝ 4.16、SD ＝ 0.78）
　　　 程度（Me. ＝ 7.60、SD ＝ 2.52）（7）　　 重要性（Me. ＝ 7.33、SD ＝ 2.31）（8）
（4）r ＝ -0.04　　（5）r ＝ 0.11　　（6）r ＝ 0.04　　（7）r ＝ 0.18　　（8）r ＝ 0.18　
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No.11　社会のルールを守る。　　　　　　　　　　　（Me. ＝ 4.35、SD ＝ 0.65）
　　　 程度（Me. ＝ 8.05、SD ＝ 1.99）（9）　 重要性（Me. ＝ 8.42、SD ＝ 1.57）
No.12　　法律を守る。　　　　　　　　　　　　　　（Me. ＝ 3.49、SD ＝ 0.98）
　　　 程度（Me. ＝ 8.37、SD ＝ 2.26）（10） 重要性（Me. ＝ 8.86（SD ＝ 1.57）（11）
No.15　親孝行する。          （Me. ＝ 4.35、SD ＝ 0.61）
　　　 程度（Me. ＝ 8.37、SD ＝ 1.89）（12） 重要性（Me. ＝ 8.19、SD ＝ 1.70）
No.22　　日本人を愛する。大切に思う。　　　　　　（Me. ＝ 4.51、SD ＝ 0.55）
　　　 程度（Me. ＝ 6.33、SD ＝ 2.63）（13） 重要性（Me. ＝ 5.86、SD ＝ 2.93）（14）
No.24　夢や目標を実現させるために、努力や辛抱をする。
          （Me. ＝ 3.37、SD ＝ 1.02）
　　　 程度（Me. ＝ 9.12、SD ＝ 1.37）（15） 重要性（Me. ＝ 8.51、SD ＝ 2.37）（16）
No.25　夢や目標を持つ。          （Me. ＝ 3.56、SD ＝ 0.98）






No.14　家族揃って、食事をする。　　　　　　　　　  （Me. ＝ 4.44、SD ＝ 0.66）
　　　 程度（Me. ＝ 6.91、SD ＝ 2.78）　　　　重要性（Me. ＝ 6.58、SD ＝ 2.68）（19）
No.15　親孝行する。
No.21　自分の故郷を愛する。大切に思う。　　　　　  （Me. ＝ 4.44、SD ＝ 0.79）




（9）　r ＝ 0.19　　（10） r ＝ 0.01　　（11） r ＝ 0.06　　（12）r ＝ 0.11　　（13）r ＝ -0.12 
（14）r ＝ -0.04　 （15）r ＝ 0.19　　（16）r ＝ 0.11　　（17）r ＝ -0.002  （18）r ＝ 0.07













No.12　 法律を守る。　　　　　　　　　　　　　　　 （Me. ＝ 3.56（SD ＝ 0.88）
　　　  程度（Me. ＝ 8.38、SD ＝ 1.78）（21）　  重要性（Me. ＝ 8.56、SD ＝ 1.67）（22）
No.14　 家族揃って、食事をする。　　　　　　　　　 （Me. ＝ 4.38、SD ＝ 0.70）
　　　  程度（Me. ＝ 7.04、SD ＝ 2.15）（23）　  重要性（Me. ＝ 6.86、SD ＝ 2.28）（24）
No.15　 親孝行する。　　　　　　　　　　　　　　　 （Me. ＝ 4.26、SD ＝ 0.64）
































































































を高得点順に並べてみると、「夢を持つ」（9.12 ～ 8.51 点）、「家族や他人に感謝のことばを言う」
（8.93 ～ 8.26 点）、「ルール遵守」（8.86 ～ 7.33 点）、「親孝行する」（8.37 ～ 8.19 点）、「先生や近所
の人に挨拶をする」（7.60 ～ 7.19 点）、「家族と食事をする」（6.91 ～ 6.58 点）、「日本人や故郷を大






に並べてみると、「感謝のことばを言う」（4.16 ～ 3.86 点）、「挨拶する」（4.16 ～ 3.86 点）、「ルー








































　最後に④「日本人や故郷を大切にする」は「行動化」の平均得点は 4.51 ～ 4.44 点と高いにも関

















を高得点順に並べてみると、「ルール遵守」（8.56 ～ 8.38 点）、「親孝行する」（8.14 ～ 7.93 点）、「家
族そろっての食事」（7.04 ～ 6.86 点）となる。つまり、女子において、相関関係が見られなかっ
た項目の中では、「法律を守る」は 8 点台という高さを示し、次に、「親孝行する」も 8 点台とい



























































　「善さの程度」と「善さの重要性」のそれぞれの得点（0 ～ 10 点）と、「善さの行動化」の得点
（１～５点）の間で相関分析を行ったところ、男女において、相関が見られない項目の多さが異な
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